
本部事務所内既設受信機

守衛所既設受信機

戦略本部棟　自動火災報知設備　（既設）

４号館既設受信機

３号館既設受信機
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多元研工場棟
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ダイナミクスＣＯＥ棟

百万ボルト電顕室
（研究教育基盤技術センター） 保存建物
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研 究
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配置図　Ｓ：１／４００

発報 表示

凡例

既設

ナショナル（実装１０Ｌ予備０Ｌ）

能美（実装１８Ｌ予備２Ｌ）

能美（実装１８Ｌ＋予備２Ｌ）

ナショナル

本部事務所内既設受信機

守衛所既設受信機

戦略本部棟　自動火災報知設備　（改修）

４号館既設受信機

３号館新設受信機
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多元研工場棟

多元研研究所

本部、
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旧理学部
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百万ボルト電顕室
（研究教育基盤技術センター） 保存建物
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配置図　Ｓ：１／４００

発報 表示

凡例

既設

（実装１９Ｌ予備１Ｌ）

発報 表示
新設

既設 既設

既設新設

新設 新設

ＨＰ１．２－３Ｐｘ１新設

工事概要

・３号館改修に従い自動火災報知設備の更新を行う。

・消防指導に従い３号館に接続される４号館、本部棟各々の受信機が相互移報が可能なシステムに遡及工事を行う。

ＨＰ１．２－３Ｐｘ１新設

予備回線が不足してるので

５Ｌ受信機を新設する。

３号館・本部事務所受信機

の代表表示を行う。

既存受信機隣に

表示追加

本部事務所内既設受信機

守衛所既設受信機

戦略本部棟　自動火災報知設備　（改修工事終了後）

４号館既設受信機

３号館新設受信機

Ｃ

Ｂ

多元研工場棟

多元研研究所

本部、
法学研究科、

旧保健管理センター

北門守衛所

多
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研 究

反 棟

応 ３
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旧理学部

化学科講義室

守衛休憩室

ダイナミクスＣＯＥ棟

百万ボルト電顕室
（研究教育基盤技術センター） 保存建物

多

元 研

研 究

反 棟

応 ４

化
号

学
館

配置図　Ｓ：１／４００

凡例

（実装２０Ｌ予備０Ｌ）

発報 表示

（実装２１Ｌ予備９Ｌ）

（実装２１Ｌ予備９Ｌ）

ナショナル（実装１０Ｌ予備０Ｌ）

新設受信機（実装４Ｌ予備１Ｌ）

ナショナル（実装１０Ｌ予備０Ｌ）

新設受信機（実装３Ｌ予備２Ｌ）

設 備 系 統 図

Ｂ１Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

ＲＦ

ＡＣ１００Ｖ

火災代表信号移報

至る守衛所既設受信機

・２重天井内の配線はケーブルころがしとする。

配管配線内訳表

ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ

ＥＭ－ＨＰ１．２－　５Ｐ

ＥＭ－ＨＰ０．９－１５Ｐ

ＥＭ－ＨＰ０．９－１０Ｐ

ＥＭ－ＨＰ０．９－　５Ｐ

記号

Ｆ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

Ｂ

Ａ

配管配線内訳

ＥＭ－ＨＰ１．２－　３Ｐ

ＥＭ－ＨＰ０．９－　３Ｐ

Ｇ

Ｃ

Ｄ

〈注　記〉

　１．複合盤仕様

　　１）Ｐ型１級、壁掛型、窓式、主音響（音声警報）・予備電源内蔵

　　　　蓄積式、自動断線警報機能付

　　２）表示内訳

　　　・火災表示　　　　　　　　　　　　　１４Ｌ

　　　・火災表示（本部棟）　　　　　　　　１Ｌ　　　　　　　　　＋　８Ｌ（予備）＝３０Ｌ

　　　・防火戸、シャッタ閉鎖表示　　　　　　６Ｌ

　　３）専用感知器回線数　　　　　　　６Ｌ

　　４）消火栓ポンプ始動表示（１Ｌ）は補助窓内に表示する。

　　５）諸表示部（５Ｌ標準装備）

　　６）移報信号内訳：

　　　・本部既設受信機へ火災代表信号移報（無電圧、ａ接点、１Ｌ）

　　　・守衛所既設受信機へ火災代表信号移報（無電圧、ａ接点、１Ｌ）

　　　・パニックオープン（２台）へ火災代表信号移報（無電圧、ａ接点、各１Ｌ）　※将来用

　２．感知器はすべて確認灯付とする。

　３．地区ベル鳴動方式は一斉鳴動方式とし、本部と同時鳴動とする。

　４．防火シャッタは専用感知器連動とする。

　５．危害防止用連動中継器の取り付けは建築（シャッタ）工事とし、

　　　当該中継器への常用電源ＡＣ１００Ｖ供給は別途電気工事とする。

　６．消火栓の位置表示灯電源は既設消火栓ポンプ（移報器）から供給を行う。

　７．既設消火栓ポンプ間において起動信号確認信号授受を行う。（本部受信機経由）

　８．本部既設受信機、図書館既設受信機及び３号館受信機の３者間にて

　９．特記なき機器収容箱は配線処理用端子（１０Ｐ）収容とする。

１０．特記なき配管配線は、下記に示す。

　　　　　　　　　　　ＥＭ－ＡＥ；警報用エコマテリアルケーブル

　　　　　　　　　　　ＥＭ－ＨＰ；耐熱エコマテリアルケーブル

　　※２重天井部分はケーブルころがし配線、直天井部分は露出配管配線とする。

１１．図面中の表現は下記とする。

　　・実　　　線　……　新　　設

　　・細　　　線　……　既　　設

　　・　　　　　　……　取り外し再取付け又は結線替え

　　・　　　　　　……　感知器再使用

　　・（感知器）　　　　　　　：ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ

　　・　　　　　　　　　　　　：ＥＭ－ＡＥ０．９－４Ｃ

　　・　　　　　　　　　　　　：ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ

　　・　　　　　　　　　　　　：ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　・火災表示（図書館）　　　　　　　　　１Ｌ

　　　・図書館既設受信機へ火災代表信号移報（無電圧、ａ接点、１Ｌ）

　　　相互火災代表信号の移報を行う。

至る図書館新設受信機

火災代表相互移報

（Ｅ１９）

保護管

（Ｅ２５）

（Ｅ３１）

（Ｅ３１）

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）

（Ｅ３１）

Ｈ

２
２

４
４

６
６

１
１

３
３

５
５

１

２

３
４

５

６ ７

８

９ １０

１３

１３

１２

記 名号

凡

備称

例

考

盤複 合 仕様注記参照

機型　Ｐ Ｐ 発 信 １級

ＡＣ２４Ｖ，ＬＥＤ，消火栓内蔵は点滅式灯表 示

ルＢ 火 災 報警 ベ ＤＣ２４Ｖ，１０ｍＡ

終 抵端 抗 １０ＫΩ

器知感型　トッポス式電光 ２種，非蓄積型　Ｓ

器動差 式 ス ポ ッ ト 感型　 知 ２種

器式定 温 トポス ッ 知型　感 １種，７５℃，防水型　

器知感型　トッポス式電光 ３種，非蓄積型　Ｓ

器継中動連用止防害危 ０．５Ａ以下

ＤＣ２４Ｖ
，防火シャッタ用，予備電源内蔵 （建築工事）

区Ｎｏ 警 戒 域 番 号 火災表示用

火災表示用，階段用区Ｎｏ

階
警 戒 域 号番

火災表示用，ＥＬＶ用区ＥＬＶ

Ｎｏ 警 戒 域 番 号

警 戒 域区 線

ＮＯ 動 作 区 域 番 号 専用感知器連動用

動 作ＮＯ 号番域区 防火戸，防火シャッタ用

ブケ － ル 配 線 天井いんぺい

立管配 配 線 上 げ 下引 げ

ジャンクション，プルボックス

線配管配

ッＰＤ パニ 制プオク － ドン ア 盤御 （設備工事）

配 管 配 線 露出

Ｂ 収容Ｐ箱容収器機 消火栓内蔵，端子付

＊注記無き　　　　　　　　は、メタルモール配線（ＭＭＡ）を示す。

修つは り 補

１４

（ＭＭＣ）

Ｄ・Ｇ

１１
ＥＭ－ＨＰ１．２－　７ＰＨ

Ｃ・Ｇ

Ｄ・Ｅ
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Ｃ・Ｇ

１４

　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＤ
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Ｅ－３２

区

分
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事
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認Ｈ２１．１
自動火災報知設備　凡例・注記・系統図
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